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令和元年5月8日（水）～8月4日（日）午前10時～午後4時30分  

月曜休館（祝日の場合は翌日）入館無料 

 

展示解説 5月18日（土）午前10時30分から 申込不要 直接お集まりください 

 

石岡市立ふるさと歴史館 

石岡市総社1‐2‐10 石岡小学校地内 Tel:0299-23-2398 
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 新元号・令和が幕を開けました。今回の企画展は時代の転換点ということで，

日本史の転換点・明治維新で活躍した鈴木銀四郎と長峰塾を取り上げます。 

 

 鈴木銀四郎は市内井関地区の出身で，教育面から石岡の近代化を支えた一人

です。幼少から学問に励み，私塾で教鞭を振るい，また明治維新後は公立小学

校の設置に尽力するなど，地域に教育を根付かせる土壌を作りました。 

 

 現在，2020年に向けて教育改革が進められています。その背景には，AI技術

の発展などの急激な社会変化があり，「何を」「何のために」「どうやって」

学ぶのか，教育の在り方が見直すことが必要となっています。 

 

 今回の企画展では激動の時代にどのような意気で教育制度が整備されたのか

を紹介します。同じ時代の転換点に生きる私たちは何のために学ぶのか，それ

を考えるきっかけになれば幸いです。 

↑盛賢寺 明治9年に学校が置かれた 

←井関邨小学校・集積・越石金取立帳 

  小学校設置に向けた活動の記録 


